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始原的な隕石を用いた太陽系の学習教材の開発
―コンドリュールのサイズや体積百分率の測定ー

ロゼッタやはやぶさ２，OSIRIS-Rex，MMX(Martian Moons eXploration)
など，太陽系探査は社会の大きな関心ごとになった．探査機が現地の物
質を分析したり，解析したりあるいはサンプルリターンすることで太陽
系の歴史の解明を目指している．高等学校地学基礎・地学では太陽系の
歴史について，標準モデルに基づく概要や惑星の運動などを扱うが，物
質科学的な側面からの学習はあまりされていない．

近年の太陽系探査と高等学校における太陽系の学習
・1970年代以来の太陽系形
成モデルの記載．

・地球外物質はその紹介に
留まっている．

→ 何を観察すれば太陽系形
成史の何が分かるのか不明．

太陽系の学習の課題

本研究：始原的な隕石(コンドライト)を使って，塵から微惑星への集積プロセスや集積した環境を考えられる教材の開発

コンドリュールのサイズと体積百分率からコンドライトのグループ分け＆分けられたグループから酸化還元環境を考察

課題解決のアイデア
“物質”の立場からの教材開発
観察可能な包有物から，太陽系
進化や原始太陽系円盤の環境を
考える教材の開発を行う．
→太陽系進化の学習を現代に向
けてアップデート．

着目した包有物 コンドリュール

コンドライトグループごとのコンドリュールサイズと体積百分率 小天体の酸化還元環境

コンドライトのグループによって
母天体の酸化還元環境が異なる．

大阪教育大学附属高等学校天王寺校舎での実践

集積した微粒子の姿が保存されている．
→46億年前の微惑星形成段階のプロセ
スが記録されている．

結果と考察実習の構想
選定した隕石

測定用資料 集計用Excelシートから体積百分率を求める例

実習の流れ

生徒の感想から一部抜粋

・内容が難しすぎてよくわからなかったが，隕石を比べることで太陽系のことを知ることが
できるのに驚いた．

・地学とはいえ，化学的な話だったり物理的な話だったりもあって，奥の深い複雑なものなん
だなと思いました．難しい話だったので，私には理解できるのかなと思っていたけど，割と
理解できて嬉しかったです．

・コンドリュールができる過程を聞いて地球とは違う環境でできて地球にやってきたという点
が自分の知らない世界を覗けたようでワクワクした．

・難しい話が多く理解しにくかったけど，最後に長さを測るものでけっこう理解できた．
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